
情報処理サービス業における死傷災害発生事例（2017年）

年 月
発生

時
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年

齢

起因物

（小）

事

故

の

型

労働

者規

模

2017 1
20～

21

会社事務所内でシステム開発業務に従事中に突然倒れ、救急搬送さ

れ、脳梗塞と診断された。
49 921 90

300

～

499

2017 1
13～

14

従業員用業務連絡バスの右後方座席に乗車し、訓練センターへ移動

する際、当該場所交差点の左側信号機に当該バスが追突し、全身打

撲と右腕を骨折する怪我を負った。

52 231 17

500

～

999

2017 1
13～

14

従業員用業務連絡バスの右先頭座席に乗車し、訓練センターへ移動

する際、当該場所交差点の左側信号機に当該バスが追突し、全身打

撲と顔面・鼻骨を骨折する怪我を負った。

54 231 17

500

～

999

2017 1
14～

15

現場における集中監視にかかる電話回線の故障調査作業中に道路を

横断していたところ、雪の塊上で足を滑らせ転倒し負傷した。
56 417 2 ―

2017 1
14～

15

社内倉庫内で、90㎝の高さの脚立へ上り、上部の荷物整理作業をし

ている時に、荷物重量があったためバランスをくずし、右手側より

落下し、右手薬指を床に強打し骨折した。

33 371 1 ―

2017 2 17~18
会社駐車場にて、退社し建物を出て自家用車に向かって歩いていた

ところ、路面が凍結しており転んで頭を打った。
55 719 2

10～

29

2017 2 9~10
勤務先でダンボールを運ぶ際に足首を外側に捻り左足首を骨折し

た。
52 921 19

500

～

999

500



2017 2 9~10
出張中、宿泊先のホテルから客室に向かう路上（歩道）で歩行中に

凍結した路面で滑って転倒し、右脛を骨折した。
26 417 2 ～

999

2017 2 7~8

出張先でホテル（カプセルホテルの2段目のベッド=床から1.5m

程）に宿泊し、翌朝起床した際にベッドが1段目にあると勘違い

し、手すり等につかまらずに頭と足の両方を出す形で入口から出た

ところ、そのまま1.5m下の床に頭の方から落下した。 診断の結

果、頭部打撲、右鎖骨骨折、肋骨（6本）骨折であった。

54 391 1

1000

～

9999

2017 3 8~9 資料を取りに行き、席に移動する際に躓いて壁に激突した。 60 417 3
50～

99

2017 4
13～

14

第三会議室において業務中、洗面所で滑って転倒し、左側上肢（ひ

じ関節）をついて骨折し、同時に下の前歯が欠け、口の中を傷つけ

た。

65 417 2

500

～

999

2017 5 7～8

通勤のため、自家用車にて会社敷地内の駐車場に到着し、降車の際

にバランスを崩して仰向けに転倒し、後頭部を地面（アスファル

ト）に強打した。

44 417 2

300

～

499

2017 5
16～

17

事務所にて年度替わりの書類（キングファイル）をキャビネットか

ら段ボール箱に詰め替え、自席に移動しキングファイルの背表紙情

報をパソコンにデータ入力していた。（1日2時間を2日間で計4時

間） 段ボール箱を一人で持ち上げ移動を繰り返しているうちに姿

勢を崩し、腰を痛めた。

41 921 19
30～

49

2017 7 12~13

ダンボール収集作業中に、30kg以上あるダンボールをパッカー車

に載せるため持ち上げた。 その際に普段以上に中身が入っていた

らしく、普段通りに作業していたところ腰椎を痛めてしまった。

28 611 19
10～

29

2017 7 17~18

店内ペット売場ペットフードを品出し、補充している時に、すぐそ

ばに脚立があり、ペットフードの缶詰1箱（重量8.1kg）を持ちあげ

て振り向いた時に、目の前にあった脚立にぶつかり手に持っていた

ペットフードの缶詰1箱（重量8.1kg）を右足首に落としてしまい負

50 214 7

300

～

499



傷した。

2017 7 13~14

プリントエリアにて、運搬用のパレットを積み上げようとした際、

積載済みのパレットに引っかかり、バランスを崩した。 その時、

パレットが左足に落下し、負傷した。

45 379 4

300

～

499

2017 7
11～

12

出張時に駅の自動改札を通る際、改札口が狭くキャスター付き鞄を

引いて通ることが出来なかったため、当該鞄（43㎝×32㎝×20

㎝、重さ10㎏）ともう一つの鞄（53㎝×46㎝×32㎝、重さ8㎏）を

両手で持ち上げながら、右手で定期券をタッチする無理な姿勢を

とった。 その際に腰に強い痛みが発生し負傷した。

33 921 19
50～

99

2017 7
9～

10

マシンルームにてシステム接続試験作業をしようと、コンソール

（コンピュータの制御卓）前に座ろうとし、折りたたみ椅子の用意

をしたが、椅子が完全に開く前に腰掛けてしまい、右手薬指第一関

節を負傷した。（断裂）

27 379 7

300

～

499

2017 9
12～

13

ビル清掃作業中、屋上にて干し物を片付ける際の移動時（両手は

空）、屋上配管をまたぐ橋脚台座部分につまずき転倒、床面コンク

リートで顎を強打した。

68 418 2

100

～

299

2017 10
21～

22

依頼された研修会（ロールプレイ大会）に参加の為、開催されるホ

テルに前日に宿泊。露天風呂に入ろうとした際滑って、風呂へと入

る階段に尾てい骨を強打、転倒、骨折していた。

50 418 2 1～9

2017 11
12～

13

事務所を出て1F入口にあるポストの郵便物を取るため階段を駆け下

りた最下段で、階段を踏み違え着床に失敗し、右足関節を捻挫負傷

したものである。

40 921 19 1～9

2017 11
12～

13

客先にて昼食のため3階から2階に移動中、階段で足を踏み外し転落

し、右足首を骨折し、右足靭帯を損傷した。
25 413 1

50～

99

2017 12 11~12

会社の備品購入と郵便局に行った帰り、高層マンション沿いの歩道

で、追い風がふき、3回転し地面に叩きつけられ、歩道から車道に

投げ出され、向かい側の歩道まで飛ばされた。 爆弾低気圧が来て
24 719 2 1～9



おり、駅前の街路樹が倒れたり、美容室の窓ガラスも割れるなどの

被害も出た。 高層マンション横の歩道でビル風も加わり、突風で

あおられた模様である。

2017 12 12~13

自宅から職場への通勤途中、会社敷地内において、何らかの不可抗

力により転倒するなどして頭部を強く打ち（原因については調査

中）、会社までたどりついたが、出社直後に社員通用口で蹲ってい

た被災者を他の従業員が発見し、救急車で病院に搬送した。 病院

での検査の結果、右頭部脳内のくも膜下出血であった。 （原因は

転倒により頭部を強く打ったためであり、従前からの要因ではない

とのこと。）

36 416 2
50～

99

2017 12 14~15

配達業務中に、交差点にさしかかったところ、相手方が一時停止す

べきところ、それをせず乗っていた三輪バイク側面をぶつけられ

た。 相手の一時停止義務違反が原因で、右手首を骨折した。

55 231 17 1～9

2017 12 11~12

自席でPC作業中、水分補給のため執務室のドアへ向かったが、体

調が急に悪くなった。 職場のメンバーに体調不良を伝え自席に戻

る途中、ラテラル書庫に寄りかかった際に意識を失い、その場に倒

れた。 その衝撃で左大腿骨転子部を骨折した。

26 417 2

1000

～

9999

2017 12 15~16

被災者の就業先であるビルの1F玄関ドアの外側にある、鉄板製の上

りスロープにて発生した。 休憩中に外出先からビル内へ戻る際、

スロープを上っていた。 被災当日は、雨が降ったり止んだりして

おり、スロープが濡れていたため、歩いて上っている途中、被災者

は足を滑らせ転倒し、左膝を強打した。 その後、被災者は痛みを

感じていたものの、一旦業務（電話受付業務）に戻ったが、同日夕

方、左膝が腫れ、痛みが酷くなったため上長へ申告し、タクシーで

病院へ行った。 検査の結果、左膝骨折にて約1ヶ月の治療が必要と

の診断を受けた。

57 417 2
50～

99

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx


Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_06.html

https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_06.html
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